
留萌市議会基本条例ってなに？
 

 

   「わかりやすく・開かれた」 

   「市民とともに」の議会を実現するための 

    基本となる条例です。 

 

「議会基本条例」は、議会の役割と責務を明らかにした「市民に対する議会の約束」として、留

萌市議会における最高規範（憲法）として定める条例です。 

 

  

留萌 

留萌 留萌市 
【市民とは】 【市民とは】 

 まちづくりは、住民だけでなく留萌

市で多くの時間を過ごす通勤・通学者、

活動団体等にもかかわることです。そ

のため、この条例でいう「市民」とは、

「留萌市に住み、働き、学び、活動す

る個人及び団体」を指し、自治の担い

手として位置付けています。 



留萌市議会基本条例で定めていること 

留萌市議会基本条例の構成 説 明 文 

前 文 

 

 

この条例の制定に至った背景、制定に当た

っての議会の意思や決意などを述べていま

す。 

 

第１章 基本となる考え方について 

第１条（目的）／第２条（この条例の位置づけ） 

第３条（議会の活動原則）／第４条（議員の

活動原則）／第５条（会派） 

この条例の目的と位置づけ、議会と議員の

役割や責務、それを果たすための活動の基本

原則を定めています。 

 

第２章 開かれた議会へ 

第６条（市民参加) 

第７条（広報・広聴活動） 

 

 市民に開かれた、信頼される議会になるた

めに、情報の公開と説明責任を柱として、そ

の取組を定めています。 

 

第３章 相互関係の強化へ 

第８条（市長等との関係）／第９条（市長に

よる説明）／第 10条（確認の機会） 

第 11条（議決事件の拡大） 

 

市長との対等の立場で、まちづくりに取り

組む議会の姿勢と、議決事件の拡大や市長等

の確認の機会などを定めています。 

 

第４章 審議を深めるために 

第 12条（委員会） 

第 13条（議員間討議及び合意形成） 

第 14条（政策の立案及び提言） 

 

議会の存在意義は、「討論」にあることを踏

まえた、会議運営の考え方や政策立案・提言

に結びつく審議の取組などを定めています。 

 

第５章 議会の機能を高めるために 

第 15条（議会改革の推進）／第 16条（議員

研修）／第 17条（議会図書室）／第 18条（議

会事務局）／第 19条（予算の確保） 

議会が本来持つ権限を十分に発揮できるよ

う、必要な議会機能の強化、事務局の充実や

予算の確保などを定めています。 

 

第６章 議員の身分等について 

第 20条（政治倫理）／第 21条（議員定数）

第 22条（議員報酬）／第 23条（政務活動費） 

 

議会活動の原点となる議員の政治倫理、議

員の定数と報酬の基本的な考え方、政務活動

費の透明性の確保などを定めています。 

 

第７章 議会で取り組む危機管理について 

第 24条（危機管理） 

 

 

留萌市で災害等の不測の事態が発生したと

きに、議会がとるべき行動と、日常において

事前に議会が講ずべき対策などについて定め

ています。 

  

第８章 検証及び見直しについて 

第 25条（検証及び見直し） 

 

この条例の推進状況の検証や見直しなどを

定めています。 

 

附 則 

 

この条例で定めていることを「いつから実

施するのか」などを定めています。 

 



議会基本条例の主な内容 ① 

第１章 基本となる考え方について 

第１条（目的)：「市民及び市と連携し、協働による自治の発展及び市民の福祉の向上」を目指し

ます。 

 

第２条（この条例の位置づけ）：留萌市自治基本条例の規定に基づく議会における最高規範です。 

 

第３条（議会の活動原則）： 

・市民に開かれた議会を目指します。 ・市民の多様な意見を把握し、市政に反映します。 

・積極的に情報公開を進めます。 ・市政を監視し、評価します。 

 

第４条（議員の活動原則）： 

・議員間の自由な討議を大切にします。 

・市民の多様な意見を的確に把握し、市民の代表としてふさわしい活動をします。 

・議員は、議会の構成員として、市民全体の福祉の向上を目指して活動します。 

 

第５条（会派）：政策を中心として同じ考え方を共有する議員で「会派」を結成することができ

ます。また、会派間において、合意形成を図るための調整を行うことができます。 

 

第２章 開かれた議会へ 

第６条（市民参加）：議会の政策活動において市民が参加できる機会を提供します。 

 

第７条（広報・広聴活動)：「わかりやすく・開かれた」議会を実現するため、多様な手段を活用

し、積極的な広報・広聴活動に努めます。 

 

第３章 相互関係の強化へ 

第８条（市長等との関係)：市長等と独立対等な立場で、互いに健全な緊張関係を保ちます。 

 

第９条（市長による説明）：市民に重要な政策、予算等については、市長に対し、必要な情報を

明らかにするよう求めます。 

 

第１０条（確認の機会）：市長等に対し、議員の発言の趣旨に対する確認の機会を付与します。 

 

第１１条（議決事件の拡大）：特に重要な計画等を議決事件として別に条例で定めます。 

 

第４章 審議を深めるために 

第１２条（委員会）：委員会は、専門的に調査及び審査を行う機関として、自主的かつ積極的な

運営に努めます。 

 

第１３条（議員間討議及び合意形成）：議論を尽くして合意形成に努めます。 

 

第１４条（政策の立案及び提言)：議会は、積極的に政策の立案及び提言を行います。 

  



会基本条例の主な内容 ② 

第５章 議会の機能を高めるために 

第１５条（議会改革の推進）：継続的な議会改革に取り組みます。 

 

第１６条（議員研修）：政策形成及び立案能力の向上を図るため、議員の研修を行います。 

 

第１７条（議会図書室）：議会図書室の充実に努め、市民の利用にも配慮します。 

 

第１８条（議会事務局）：議会事務局の機能及び組織体制の強化を図ります。 

 

第１９条（予算の確保）：適正な議会運営を実現するため、必要な予算の確保に努めます。 

 

第６章 議員の身分等について 

第２０条（政治倫理)：市民の代表として、高い倫理観を持ち、品位の保持に努めます。 

 

第２１条（議員定数）：多様な市民意見を反映させる適切な人数を確保するという視点等を踏ま

え、別に条例で定めます。 

 

第２２条（議員報酬）：市民の負託に応える議員活動への対価であることを基本とし、市政の現

況及び市民生活など社会経済情勢等の変化を踏まえ、別に条例で定めます。 

 

第２３条(政務活動費)：有効に活用し、その使途を明らかします。 

 

第７章 議会で取り組む危機管理について 

第２４条（危機管理）：災害等の緊急の事態から市民の生命、身体及び財産並びに生活の平穏を

守るため、総合的かつ機能的な活動が図られるよう、市長等と協力し、危機管理体制の整備に

努めます。 

・災害等の不測の事態に備え、議員による協議又は調整を行うための組織を設置します。 

・災害等の不測の事態が発生したときは、その状況を調査して市民意見等を的確に把握すると

ともに、必要に応じ、市長又は国等に対し、提案、提言又は要望等を行います。 

・議員は、災害等の不測の事態が発生したときは、地域における市民の安全の確保、避難所へ

の誘導又は避難所に対する支援を行うなど、地域の一員として共助の取組が円滑に行われる

よう努めます。 

・地域における被災状況、市民の要望等の情報収集に努め、必要に応じて、議長に報告します。 

 

第８章 検証及び見直しについて 

第２５条（検証及び見直し)：この条例の目的が達成されているかどうかについて、検証に努め、

必要に応じて、見直しを行います。 

 

附 則：この条例は、平成２６年１０月１日から施行します。 

※ 議会基本条例の解説など、詳しい情報は、市議会のホームページでご覧いただけます。 

【お問い合わせ先】〒077－8601 北海道留萌市幸町１丁目 11 番地 留萌市議会事務局 

℡ 0164‐42‐1907   FAX 0164‐43‐6700 


